
①    費用便益に関する資料 

「社会資本総合整備計画」とは、２０１０年度から国が、地方公共団体がまちづくりなどの事業を行う

際、「社会資本整備総合交付金」を充当し事業を実施する場合に、計画を作成して交付金を交付する制度

です。 

豊中市でも、都市計画推進部・都市基盤部・上下水道局でその制度を活用しています。 

服部天神駅を含む連続立体化事業は、それを活用する段階まで行っていません。阪急京都線摂津市駅付

近連続立体交差事業がそれを活用していましたので、参考例としてお借りしました。身近のことでは、

今話題の「豊中つばさ公園」がありました。 

 

事業場所 事業名 事業の

規模 

費用 便益 費用便益比 事業開始前の検討 

大阪国際

空港に接

する公園

（豊中つ

ばさ公

園） 

大阪国際空

港周辺地域

整備計画 

広さ 

５．９ha 

131 億円 

（５２年間） 

直接利用価値 

約 145 億円 

 

間接利用価値 

約 147 億円 

計 292 億円 

（５２年間） 

２．２３ 開始前の調査・協議１

年（コンサルタント会

社に約５２０万円で

委託） 

 

 

阪急京都

線（摂津

市庄屋～

茨木市丑

寅） 

 

 

阪急京都線

（摂津市駅

付近）連続

立体交差事

業 

 

 

 

⾧さ 

２．１㎞ 

221．5 億円 踏切がなくな

ることによる

価値 

 

６４７．２億

円 

 

２．９２ H24 年 

建設事業評価 

（事前評価）  

 

H30 年 

都市計画事業認可 

 

阪急宝塚

線（曽根

駅南～内

環状線） 

（仮称）服

部天神駅付

近連続立体

交差事業 

⾧さ 

１．２㎞ 

２４４億円 踏切がなくな

ることによる

価値 

 

８０億円 

０．３ 費用・便益は、市職員

による直営で行なわ

れたもので、概算試算

ですが、議会に報告さ

れています。 

＊摂津市駅の数字は府 HP に掲載している事前評価（H２４年度）資料より引用 

＊服部天神駅の費用については、豊中市が実施した H８年度調査で算定した事業費を、建設工事費 

 デフレーター等により R７年度価格に換算して算定 



②   豊中つばさ公園と服部天神駅付近連続立体交差化事業の簡略表 

 事業の便益 事業の費用 便益－費用 便益／費用 何が違うのか？ 

 

 

豊中つばさ公園 

 

 

２９２億円 

 

 

１３１億円 

 

 

＋１６１億円 

 

 

２．２３ 

 

事前にコンサルタント会社

と調査・協議を行った。 

（５２０万円支出） 

 

服部天神駅付近

連続立体交差化

事業 

 

 

８０億円 

 

 

２４４億円 

 

 

 

 

 

 

 

０．３ 

 

すべて職員が調査を行った。 

（０円） －１６４億円 


